
第３Ｇ回

ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト

神奈川大会予選会

平成元年６月１１日（日）ＡＮ９：００～

ｊｌｌ崎市立商業高等学校

ﾈllll奈川県高等学校視聴覚教育研究会

神奈川県教育委員会

ＮＨＫ横浜放送周

有隣堂

朝日新聞

神奈川新聞

神奈川県高等学校視聴覚教育研究会校内放送委員会
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本選 日時

場所

平成;元年６月１８日（日）ＡＭ９ｌ００～

川崎市中原市民館



会場案内同川崎市京商業高等学校
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第３６回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト

神奈川｜県大会実施要項

本年度の放送コンテストの要項が決定いたしましたので、お知らせいたします。関係の生徒にご伝達
頂くとともに、出場を希望する生徒について格別のご配慮をお願い致します。．

的

現代に生きる高校生の豊かな人間性の育成と未来への展望をもつ人間としての成長をめざし、
あわせて校内放送活動の健全な育成と放送教育の推進をはかる。

１．目

２．ねら

●
●
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●
●
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美しく豊かな日本語を大切にする心情を育て、あわせて話す力を高める。

校内マスコミの送り手としての自覚と創造性を育てる。
学園生活の中に、潤いを育て心の触れあいの場をつくる。

発展する社会に対し放送の果たす役割を学ぶ。

国際理解を深め、人間尊重の心を培う放送の働きを確かめる。

主催・後援及び主管

主催：神奈川県高等学校視聴覚教育研究会
共催：川崎市教育委員会

後援：神奈川県教育委員会・ＮＨＫ横浜放送局・有隣室・朝日新聞

神奈川新Ｉｌｉ

主管：神奈川県高等学校視聴覚教育研究会校内放送委員会

３．

４．日程・会場

《予選》平成元年６月１１日（日）．市立川崎商業高等学校

アナウンス・朗読（公開）

ラジオ番組製作部門（公開）

受付：９：００～９：３０

開会式：９：３０～１０：００

審査打ち合せ：１０：００～（審査員控え室）

*審査の結果は、後日それぞれの学校へ葉書で連絡する。電話による問い合わせには応じない。

《本選》平成元年６月１８日（日）川崎市中原市民館
全部門公開時刻は予選に同じ
閉会式：１５：３０～

※テレビ番組部門及び研究発表部門の審査は本選のみ（１８日）に行います。

－１－



５．出場資格

平成元年６月Ijl在、神奈111県高等学校視聴覚教育研究会に力Ⅱ盟している学校に在学してい
る生徒及ひ生徒の作品であること。

部門・課題

①研究発表部門

発表に必要な機材（０１１Ｐ、スライド、カセットテープレコーダー）は大会本部で準備する。
なお、自校の機器を持参して使川してもよい。

②アナウンス部門

自校のニュースや解説など、高校生活を語る若者の声を内容とし、原稿は自作したものに限

る。番号・学校名・氏名を含め１分１０秒以上１分３０秒以内にまとめてアナウンスする。
③{ﾘ1読部ＩＷ

ｉｸ(の指定作品のうちで一編を選び自己の表現したい部分を任意選択のうえ、１分３０秒以上

２分以内で朗読する。作品のアレンジは認めない。時１１Mには番号・学校名６氏名・作者名・作
品名・題名等を含む。

６．

指定作品 ｢千llll1llのスケッチ」

｢雁の寺」

｢おとなになる旅」

｢ガリヴァ旅行記」
｢たけくらべ」
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④番組製作部門：次の４部門について実施。内容はいずれも校内放送にふさわしいものとし、
本は高校生自らの創作に限る。既製の作品の翻案やダイジェストは認めない。

1．ラジオ番組製作部Inj・課題「我ら高校生」

２．ラジオ番組製作部門・自由
３．テレビ番組製作部Iリ課題「我ら高校生」

４．テレビ番組製作部門・自由

ム
ロ

※番組制作上の注意は、第３６回ＮＨＫ杯全国高等学校放送コンテスト要項を参照すること。
なお、ラジオ番組は

①６分３０秒～７分でまとめる。

再生するカセットデッキの回転誤差により、正確に測定できない場合があるため、できる

だけ６分４５秒前後にまとめること。

②往復録音時間３０分～６０分のカセットテープのＡ面のみに録音する。

Ｂ面は消去しておくこと。なお、テープの種緬はBlAS:NORNAL、ＥＯ:120〃Sで録音再生でき
るものならどのようなものでも使用可。

③審査はノーマルポジション、ノンノイズリダクシヨンで再生をする。

実際に審査に使用するカセットデッキはステレオタイプの可能性があるためステレオデッ

キで録音する場合は左右のチャンネルとも同じ音を録音しておくこと。

④リーダーテーブの直後から始め、般後に「製作は○○高等学校放送部（委員会）でした」と

いうクレジットコールを入れる。計時はリーダーテープの直後からクレジットコールの終わ
りまでとする。

審査ではテープを手回しし、リーダーテーブの直後を見いだしてから、カセットデッキに

いれ再生を始め、クレジットコールの最後で終わりとする。従って録音はリーダーテーブの

直後から行うこと。また、クレジットコールの後にどんな音が入っていても審査の対象とは
しない。

－２－



なお、テレビ論組は

①７分３０秒～８分でまとめる。

再生するＶＴＲデッキにより誤差が生じることがあるのて、できるだけ７分４５秒前後に、
まとめること。

②音声はノーマルで使用する。（ＨｌＦＩ等は使用しない。）

Ｏ原Ⅱﾘとして制作時に使用したＶＴＲ及ひ゛接続ケーブルを１８日木選会場に持参すること。当
日準備するモニターテレビのコネクタは、ＢＮＣプラグ／ビンジャック（映像）ピンジャック
（音声）とする。

④８ｍｍビデオについては今回より使川が認められるが、機材、接続ケーブルは、必ず各校で
用意すること。

７．出場人数・出場本敷・放送台本

規定 出場費参加本数 台本数

|研究発表部門 ７分～８分1本 2部 2200円

アナウンス部門’ １０部’１分１０秒～１分３０秒’1800円２名

|朗読部門’ １０部’１分３０秒～２分２名 1800円

ラジオ番組部門｜課題・自由各１本’８部’６分３０秒～７分 220011

テレビ番組部門｜課題・自由各１本’８８１１１７分３０秒～８分 2200円

※台本の作成については、第３６回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト要項を参考にすること。
放送台木・テープは「角３」の封筒に入れ、封筒の表には台本表紙と同じように記載し、予選の際

受付に提出する。

８．表彰

アナウンス゛朗読部門はそれぞれ上位６位に賞状およびトロフィー、７～１２位は賞状ラジオ瀞組

製作部門（課題．自由）はそれぞれ上位４位に賞状およびWi4～８位に賞状テレビ論組製作部１１１、研
究発表部門はそれぞれ上位を表彰する。

それぞれの部門の優勝：神奈川県教育委員会教育長賞
総合優勝：ＮＨＫ杯総合準優勝：有隣堂賞

９．全国大会への推薦

入賞者および入賞作品を上位よりIllIiに全国大会要項により推薦する。

－３



１０．審査基準

高校生として望ましいアナウンスメント・朗読および番組製作であってほしい。
特に次の点に(W意して採点する。

アナウンス部門

取材．まとめ方・内容の把握．話しかけ方・音声・音量・アクセント
番組製作部|'リ

テーマ・構成．まとめ・音楽および音響効果・アナウンス・ナレーション・放送台本

１１．出場申し込み

①所定の'１'し込み用紙一丁
②領収書－１必要事項記入の上
③出場カード‐ヨ
④連絡用はがき￣

⑤出場費１１１

◎①～⑤までのものをそろえて、平成元年５月１３日（土）午後２時より午後４時までの間に
説Iﾘ}会の受付でW'し込むこと。

◎はがきの表面には部門・テーマ・氏名・作品名・合否を記載する。（別紙参照）
◎番組製作部門では出場カードに題名を記載しなくてもよいが、課題・自[l]の区別ははっきり
させること。

１２．その他の注意

①予選会場は土足厳禁です。必ずスリッパまたは上履きを用意すること。
②全部門をjdiじ、出場I｢|'し込み作品の変更は認めない。

③放送台本・テープは出場１名・1本ごとに所定の事項を記載して「角３」封筒に入れ、６月

１１日（日）の予選当日午前９１１キー９時30分に受付に提出すること。テレビ番組・研究発表

部門については、６月１８日（日）の本選当日、午前９時～９時３０分に受付を行う。

④予選・本選当日の出場''１Nその他については、当日配布するプログラムを参考にすること。

⑤役員校・委員佼の運営補助の生徒は当日午前８時30分に会場の指定の部屋に集合すること。

－４－



第３６１，１ＮＨＫ杯全l正1商校放送コンテスト神余)１１大会

ｆ４Ｉｋｒ三1-1黄言

(鼎立逗子高等学校）

(県立川崎南高等学校）

()１１崎市立工業高等学校）

(型ヨゼフ学園高等学校）

(法政大学筑二高等学校）

(県立新城高等学校）

(県立磯子高等学校）

(県立座'1(}高等学校）

(ﾉ||崎市立Ｍ１業高等学校）

大会会長

大会副会長

大会副会長

大会副会長

大会廠ＩＭＩ

大会運営委員長

大会総合審査委員長

大会総合審査副委員長

会場笹理責任者

名係責任者

＊木部

＊受付

＊稀査補助

＊集計

＊会場設営卜

＊会計

大西昭

丹羽瞼

関野理

藤原常悟

水谷大二郎

岩崎章

原ｌＨ正美

須川光雄

藤'１１吉雄

1

２

３

４

５

６

７
８

(川崎市立ﾉ||崎高等学校）

(県立茅ケ崎西浜高等学校）

(県立)||崎工業高等学校）

(県立大Ni高等学校））

(県立逗葉高等学校）

(県立大師高等学校）

小野瀬倫也

渡辺願英

小林正英

力Ⅱ藤孝夫

前１１１－抑

加藤孝夫

－‐５－－



第３６回ＮＨＩ〈杯全国放送コンテスト神奈川大会業務分担・人数

平成元年度校内放送霧員会季員校，控圓校一驚表

|’椰剛崎⑤
|’受付茅ケ崎西浜(4)

〕灘１１
１ラ課Ａ県立逗葉（３）

’。臂員欝枇室）

IIill藁;鯛怠井浜(ｉ１
ｌ雲鯰鮒(;）

|ｎ撒嬢1Ｍ

委員長

副委員長

〃

〃

〃

会扁十

会計驍査

岩崎章

小野瀬恰也

前田一穂

漉辺魔英

小林正英

加藤孝夫

藤田吉雄

(県立新城）

(市立川崎）

(県立逗葉）

(県立茅ケ崎西浜）

(県立川崎工業）

(県立大師）

(111崎市ＮＩＥ商業）

￣￣

周（５）｜

:浜(|)｜

;商業:|｜
画浜（４）ｌ
ｌＮｉ（４）１

Ⅱ（３）ｌ

Ｉｊｉ（３）ｌ
鷲（３）｜

（３）Ｉ

◎横浜地区

鈴田一雄

岩田敏康

山崎里見′

藤田裕之

(県立磯子）

(県立荏田）

(市立鶴見工業）

(私立横浜）

◎川崎地区（役員校に選出）

◎横循賀・三浦地区

小泉重夫（県立漣久井浜）

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１

◎湘南地巨

小林豊 (県立鎌倉）

◎西湖地区

木村平司

石井守

(県立城北工業）

(県立小田原城内）

◎北相地区

小池章憲

大沢壽子

(県立厚木束）

(県立麻満台）

Ｉ

６



第３６１Ｏ１ＮＨＫ杯全IRI高等学校放送コンテスト１１１１奈)||大会

1B圓壼ミミエョkﾐz診て賛琴

＊開式911＄３０分

：大会11111111水谷大二Hｌｌ１．あいさつ

２．第３５１皿1大会総合優勝、準優勝杯返還

・ＮＨＫ杯（総合優勝杯）返還：AL立座'''１高等学校

・右隣強杯（総合準優勝杯）返還：州棋女子大学高騨部

３．第３６１【'1大会実施」食のi'i；意：総合稀森副委員長知|｜

＊閉式

光雄

ニエニンテーニ＜卜（予遭墓）Ｅｌ毛産

９時００分開場

１０１１キ００分瀞奄|)M始

１２時００分午前の部終ｒ

昼食｜IｻﾞＩＩＩｌ

ｌ時００分午後の部開始

４時００分審査終了

５時００分全員退校

※委員枝、役員佼の’Mliは'|ﾘ１，指示に従って会場準備にあたること。

※午前の部終了、午後の部|刑始の時刻は、訴査会場によって異なり

ます。特にアナウンス部'１１１、朗読部'''１の出場者は7i;葱してくださ

い。

－－７－－



(llI1不同。oFll：４１ｉｆ査チー フ）篭峠三萱２１三ｉラナ札１豆長

(ﾘ１１s立磯子）

(D,(立座'111）

総合癖査委員長

総合容査ＭＩＩ委員災

英
雄

正
光

ｌ
ｌ

Ｉ
１

．
０
、
ｉ

叶
川
奔
迷

フエラリーウニ一二＜-審IIr0RI

[Ｂ会場］[八会場］

◎ﾘﾑ立ﾉlllMi工業

リik立生Ⅱ１束

リム立麻41ミ

リA立ﾉ||和

リム立有,(Ｍ

リム立机武台

リム立柏陽

貼立海老名

カリタス女子

リム立横浜翠風

ル<立鶴ii【（

◎ﾘ,<立瀬谷ｌｕｉ

Ｈ１;立束金i)く

りiL立検浜[1野

リＭｉ釜利谷

リ,(立迅子

A1s立机模大野

リ,(立横弧ｉｆ

鶴見女チ

リ,L立豐１１１

リ,<立淌水ケ丘

関野

〕1M(’

''1村

I｝Klll

三水

石川

鈴木

多城

伽ｌｌＩＩＩ

荒木

明
彦
子
紀
宗
史

弘
格
易
修
美
祭
俊
明
域

川又

大関

秋,,，

勝又

野凧

楠爪

佐藤

iiIj毛

富1,,

み

高
す
子
孝
夫
一
英
司

Ⅱ
一
秀
ま
康
将
岩
澗
梓
川
商

圧吸Ｉ詩i：音Ｉ３Ｆ１１

［Ａ会場］ [Ｂ会場］

ｏｌＭｉ立鶴兄

リム立向の岡工業

リｉＬ立保ニヒケ行

リ將立高浜

リi<立久１１L浜

リム立厚水西

リiL立茅ケ崎北陵

川IMIi市立川ｌＭｉ

リA立豊Ill

lM6立瀬行

松本

西村

桜井

古官

菊地

り １

蕊
男
俊
二
子
子
信

健
剛
利
秀
浩
笑
勝
実

聡

jli広

英臣

◎法政女子

リ,!;立川lMi

リ,<立神奈川工業

リ,〈立莱野南が丘

リリ<立弥栄來

獄士児１１

平和学園

式相

リi<立元石川

森

ljliH1

水田

シズエ

7ｉｆ可

淳子

将人

打男

闘男

災谷部

llllll

渡辺

滝Ｈ１

石橋

薇橋

久木田

小林

水胤

根歳

－８－－



ラミジフ0Ｆ＝rl〒糸[1.桁Ijn喜畜ＩｉｉＵヨ 了訓SJ1U虹

［Ａ会場］

◎横浜ＴＩｊｚＷＷ

リム立寒)ll

lMSJZ)llIMi北

リ人立ｌｌＺ水IWi業

リi<立平塀農業

市立樅ＺＭｆ

ｌ三1本大学藤＃〈

lMSfZﾉul

9A立↑;flIll

リム立Tliケノも

［Ｂ会場］

◎Ｈ１棋女大高等部

リ,いズ141111

リ｢いZilMく

り,<並大船二I:技

リム立弥栄西

リiいＩ生111

リiいX大沢

リｉＬ立都lM1

リIいI/mlliilll

HいＩ永谷

ﾒｌｌｌｌ

ｊｌ:ｉＷ

大iWi

小沢

killｌ

小林

１１１村

作

1Mi川

~了

､Ｉ&

かずみ

)ｂ

いつ子

誠一

IWilⅢ

ｲⅡ幸

淌

大森

石黒

本ｌ１Ｉ１

光永

塩川

鈴木

古谷

犬１１１

野川

鈴木

俊lWi

Zli久

IIil(ｉ

;1Ｍ（

lWi

努

勝

正志

巡

健夫

に1111ラシフフｄｒ茅1分ｓ糸且 市Ⅲ 竹畠吉Ｉ１ＩＺ０ヲ

［Ｂ会場］

OiMi浜ilf立ｉＷ

リム立命jl：

ｈいエニ侯)１１

リiい(んＭｌｌ

リiいI(商工

横浜市立戸塚

川IMiTlnZ高津

逗子開成

リム立初〕け

嫌淌学園

横浜市立港商業

［Ａ会場］

◎鼎立港北

県立迅浜

県立補

IMS立膝i)<四

リム立平塚71:南

県立杣生

枇須fITIj立商業

麻布大附iKﾘ野辺

蝶立岩戸

県立I慨ケイ）

１M$立茅ケ崎

１１イｉ

命子

森谷

竹lll

i1fi)〈

ﾊﾞlll

li(''’

千塚

ﾈlllll

鈴木

迦成

和Iﾘ］

１Ｗ－

英男

補史

藤１１１

川端

浅野

野''1

杉浦

小泉

津ri

111室

小川

氷'１１

犬獣

健

照雄

iilml

JiilliUi

敏|Ｗ

浩幸

詔iil

利犬

行
夫
男

裕
突
政
治
忠

麻美

途

テレビ､剋宇糸且（別竹皇蕎Ｉｆ『OEl

i註l(是』Ｚ（及び、研究発表部IUl） '二’’二1１

◎東海大川ＩＮＩ模

県立火ｲl1iiM

県立新羽

県立氷取り〈

県立川崎iW

liI1-I2

成美学園女子

県立藤沢北

県立楠本

中丸隆夫

杣木降艮

川手微

國島秀１１/｛

星野英俊

長|Ｍ１蝦

渡部忠１１/｛

佐々木新

温Ｊ１：１Mｋ

◎枇浜

ル<立多庫

リ,<立新栄

リ,(立湘南

ⅢいＩ百合丘

リ人立大和西

リ,1$立小１１１原城内

日本大学

リ,いZ横浜立野

藤川 裕之

真

仙弘

敢信

修

和Illl

慎也

信孝

旗二

枇盆(貸

本藤

秩野

川［１

二階

及川

小林

架谷

一一９－－



}}１場者およひ1乍品一覧

アナウンス部lnl

Ⅲ
乖

立
工
思
同

Ｉ

BIlnbpl

Ⅵ白名

Ｉ町人１.ｉＩｐＭｌｌｂ
【］

－１０－

Ａ会塒

Nｏ． 学 史ギ 11.名 学年 Nｏ． 学 lii名 氏名 学年

'Ⅵ部恵子
ﾉk橘衆子
,鼠蔽廠代
,Ii橋巨咲

１１科元子

２

２

１

１

２

'１山秀美
lZfiIMl紀子一
IKIll性保一一一一
十風１１１番
工醗尚美

１２’ ２’２ⅧⅢ川棚耐靜》“僻囎州Ⅶ拙いⅦ川棚洲》迦啼岫
舸ｆ

」一
２ｌｌ３ｌ２－ｌ－ｌｌ２ｌｌ－２ｌ３ｌ２－ｌｌ３ｌ２

２

1

２

３

２

１

２

1

3３

3４

3５

蜘見女子一一一一
県立生lll
県寸硝子

蒟弧節子
ii[、愛一
蔚噸雅嵐

２

２

３

息立小[u原城l/(Ｉ－
ｌＬ－立ｍｕ－－－－－－－
ｌｕＬｉＭＩ－－－－－－
ｉｌ血豊田一一
撚倉学Ｗｌ－
立枇須賀

<(立柏陽一一一一一
ｋ政大学第二一一
ji浜Tlj立継１１H業一一
鼎立逗予
鼎立鎌倉

ＲｊＬ大師-－－－

i綿H高瀧一
立藤沢四－－
ｎｉ１１久ｊｔ浜

Mし立!\木
FL立_iii浜Ⅱ野
罫士見丘
'し立横須賀

県立神奈)11工業
［しウ庫１８１

一
二
．

樹
紀
正
純
二
一

Ⅷ鮒仙雌悩州川棚
遜壬山鷺
二

美皿Ｈｆ 」壬駐二 峰
紅

鋤脳脇駈朏仇剛

灘１１１実子
1本英子

'１羽尚子

鵜豐簔一
脂々木真美

２

３

１

Ｚ

３

１

２

２

２

３

２

１

３

１

１

２

１
２

２

３

３

lil立生[{１束－－－
Fし立氷ＨＷ〈
hl上一一一一一
駛立有馬

M:文理
カリタ

木商業
ス女子

凡ウｌＩｌ崎工業

上腿Ｈｉ
Ｍ亘文

僧
_子

Il1I＝
|L{、塾

瑳一
世

l､宮邦照一
Mjl美奈子
iljm憲司

２

１

３

２

２

２

３



アナウンス部門
Ｂ字

－１１－

Ｂ会場

Ｎｏ． 学校名 氏名 学年 Ｎｏ． 学校名 氏名 学年
1

Ｚ

３

４１

！（ ,立茅ケ崎北陵
Ａ 立荏ＩＨ

時 立小田原城北工
h１－ｔ

、肪恵
吊織康子

溌崎千里
＃木裕子

２

２

２

２

3５

３６

3７

3８

県立Ｎｉｌ谷西

(立氷取沢

uLnl棋大圏
『立横鋼賀

Ｌ

池田真由
雄賀美和

美一一一

畷崎祥壬～
鈴木I(噺子

３

２

２

３

５１県立生 Ｈ； 〔 蝋lll真理子 ２ 3９ L立神祭)11工業 佐藤ひろみ ２

６

７

８

９

二|÷’
1３１
1４

1５

1６

１７

1８１
1０１１
２０Ⅱ
２１Ｉ皿Ｅｍ－汕一巧一妬

-;雑
２０リ
3０１
３１Ｉ
3２

3３

県立鯛見

{立柏陽
{立有馬

4立錐倉

乳立座間
県立逗葉
鼎立)||崎南

)M野辺
凰立部 岡
礼立寒jll
乱立磯子
４立横須賀
』立港北

身政大学第二
↓立横浜翠風

虹_血土i付属相模一
||崎市立商業
胤立百合丘
胤見女子
ユウ茅ヶ崎西浜

|崎市立)||崎
乳立川崎工業

適１１§-111立鯛見工
息立藤沢西
士見丘

荒井由季
五味卿子
詞ノ1、。随昌隠

平塚史子’

項Ｈ１和江
犬：
鴎；
ｌf美香一一一
寸涼子

真 HlllAil子

茂木美枝子
曽我麗子
茂木花代干

lilIll
片’'１ 蝋 子

喚谷希一一
EIJIX太一一
石井ItI香
石jllますみ

三好郁子
iml瀧好美

天野理江

谷本玲大

ホ １１征世
Ｊ１瀬雅敏

胤屋善一
茸朋 さおし）

'キ 実穂

２

２

２

２

２

３

２

３

３

１

３

１３’’’４２

1

２

２

２

1

２

３

２

２

1

1

２

４０

４１

4２

４３

4４

４５

4６

4７

4８

4０

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６

5７

5８

５０

6０

６１

６２

６３

６４

6５

６６

６７

‘ヲ目＝]ﾆｰ旧ＬＬﾑｰﾆ

L立川崎北
１－

FL立 隠沢北
風立 &Ｎ１ｉ台

{立〉 1M式台
k政大学女二

Ｆ
一

1立追浜
県立五綱ク台

糺立元石)ll
ii立西洲一一
恩立瀬谷一
風ウ海去名」》》》軌一脈 剛

皿

'1,111原城内
l崎市立高津

県立生Ｈ１

県立厚木
県立大和

商業一一

県立湘博Ｉ＿
カリタス女子
F1立_厚木

ﾛ模女子大学高－－
具ウ滴７ｋヶ斤

石ブＩ ﾉ越

繍謹
斉灘幸代
鱒lＩ 美香
秋

１
１

１
Ｆ

ｉｉｉ香
原智子

URL[1佳夫一一
)'二)IIlll紀子

箇井恵一一一
}M妻久美
変jlll賀智恵。｜」」」鮒

峅錘峻州毬梛

河武野典子
林知美
斉藤恵利奈

Ｆ浩司
１１貴三iL-
i:潔望美
Ⅱi真1M子

IlImﾆﾁ絵一

鵲!}l全美

２

１

１

１

２

1

一
一

２’２－１

１

２ｌｌ２－３ｌ３ｌ２ｌｌｌｌ

２

２

２

２

２

２

１

２

－旦一
２

3４ ユウｉ亘子 ヨＨ１穂{１１ ２



朗読部門

指定作,W， ｢千ＩｌＩ１１Ｉｌのスケッチ」２．「雁の寺」３．「おとなになる旅」
｢ガリヴァ旅行記」５．「たけくらべ」

１
４

－１２－

Ａ今蝋

Ｎｏ．’学校名 1１ ,名 ( ：J１ 華年 No.’学 虹 ﾄﾞﾉ】 氏： ４ 作Ａ 学年
相一一一
立Ｗｌ谷凹
立jIMi沢北－－
浜mj立ｉＷ－－
立湘南

’三一罰い－曄準
臘正丞唖
酬剛艸搬峰川“嶮密 』』旺仏州刊仏》生輕俶挫』ＬＬＬ晤嶢州唖州岼嶢刷峅割鋤艸忰挙》州湫 」 阯剛

４

１

１

２

３

５

４

５

３５
－
３
’
４
－
４

I２－４’４｜旦１７ ４１－５’４

２

２

１

２

５

１

３

２

３

２

５

２

５

４

'１

１

４

２

３

１

２

1

１

２

２

３

１

２

１

I

２

２

ｌ
－
ｌ
ｌ
２
－
２
－
３

1

1

１

１

1

２

２

２

３

３

２

２

３

Ｚ

３

２

３

２

２

’
一
３
－
２

〉
ｕ
涜

職
］
布

ユ
ウ

剛
匹
岬

４
’
５

４
－
４

1１
ｸ台

４６Ｍ１ウ命丼〃｜帆一㈹一ｍ二列一兜一兜一Ｍ一応一弘一卯二兜・卵一Ⅲ。Ⅲ
－２ｌ３ｌ４ｌ５
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
６肌一Ｗ価三田一刑一ｍ｜氾三乃一川一乃一加｜汀渦一門三肌「川

Ｚ
ｌ
３
ｌ
４
－
５

８’８－８７

IM1J1IiL-
１１沢かがり

闘梨木型差
齊雌⑭｜め一

逃
避
班
Ⅲ

Ⅱ
Ⅲ
帆
匹
寸
羽
席
Ⅲ

」
｜
菱
み

雌蛎剛剛蛎一棚雌蜘雌剛肚伽肛馴疵
肱
Ⅷ
脳
醐
肱
脳
脇
池
雌
刎
刎
肱
遡
遡
胴

M'保真樹子
'1§谷ネＩ世

ヱ香差
Ⅲ
処
１
１

｜」
』腿藝

幽ｆＭ舷蝿
岨
畑
Ⅲ
Ⅷ
剛
Ⅲ
Ⅲ
肱
脳

厨
二一千

雌剛雌岬刎樒州
１

I

４

４２－５ｌ５－５ｌ２ｌ３

４

３

２

５

５

１

４

５

５

３

３

５

１

３

１

－丁
１

５４ｌ６ｌｌ２Ｔｌ４ ｌｌ２ｌ４Ｔｌ２ｌ４

３

１

1

２

１

１ｌ－２Ｅ２ｌ２－２ｌ３

２

３’
２２’’’３－２

1

２

３

３

２

２

２

２

１

1

３ｌ－３ｌ３ｌ３－２ｌ２ｌ３ｌｌｌｌｌｌｌ２－２ｌｌ－２



朗読部門

指定作1W』 ｢千１１１１川のスケッチ」２．「雁の寺」３．「おとなになる旅」
「ガリヴァ旅行記」５．「たけくらべ」

１

４

ＬⅡ

－１３－

Ｂ今職

Nｏ． 学校， '
L】 氏名 :[Ｉ 茅年 No.’学 曲名 1ｔ： ノ

ー１ ２１W， 年

３

２

２

２

２

４

５

－J－
１

2

２

１

１５丁－３－５７－１

Ｚｌ３ｌ２ｌ２ｌ２ｌ２
３

４

４

２－
２
’
２

５

１

4

３

３５ＴＴＴ－ｌｌ４ｌ４ｌ５ｌ５ｌ３ｌ３－３Ｔ

３

５

５

５

５

３

４

１

２

１

２

２２季２ｌｌ－ｌ－３ｌ２－ｌ ２ｌｌ－２ｌ３ｌ２ｌ３

３

２

２

２

２

１

１

３ ２



ラジオ番組制作部門課題「われら高校生」

胸搬Ⅷ喝

ト
ー
』

【雁用

｢１
L｣

際納

.‘１，Ｍ

Ｉ１ｏ

－１４－

Ａ今ｌ乳

No.’ 校名 代表亨勝名 Ｎｏ． 学椎名 代表戸 計名

I

２

３

４

５
Ｒｌ

７

８

，

10

11

L立茅ケ崎北陵
え政大学第二－－
１立座間
↓立追浜
(立生ｍ－Ｘ
ｌ模女子大 学高

￣

IMLユ
l;(浜

鎌倉
横

hl上

'１１崎市立)１１崎
且寸分#

ｉｉｉ
乳
辺
１Ｗ
姓
關

夫

罵塒沼

'１，林風Ｉ

抱川－敗１１(Ｉ
'１、)||泰代
青111昌二
二１民侭専嵐

剛jiI純也
IⅡ鯨義幸
卜｜}雄一

1２

１３

1４

１５

１６

1７１
1８１
1９

２０

2１１
2２１

Ａ１立相

僻霧
武台
3ｆｔ四一
栄

鼎立菅一
A1立大和 西

A(立Ｉ k北

il立ﾉI､田原_蝿m-
Mi浜TII立観見二1－－
凡寸jlll

県寸晦幾名

只立新城

：111敦大
uH-樋子一一
k日楽正樹

,川直之一一一一
|谷道子

;竹暢子

武野典子
iT侯魚介

ｈ野玲

冑Ｈ１宏彰
1111布音



ラジオ番jMl制作部門自由

7.「メ

ヲ叉￣工

『鮒壽

Ｉ

lｌｆｒＪＩ

ラジオ番組制作部門自由

－１５－

Ａ今場

Ｂ今場

Nｏ． 学校名 代表名字 Nｏ． 学 立名 代表す ｆ名

1

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

1４

1５

１６

１７

県立茅ケ崎
県立有馬

鼎立追浜
県立平塚江南

i1-.ｋ麻消台
１１ｺＬ
,<↓立

原_城北工

１文土師
iL立藤沢北
衡浜市寸令沢

具立生田
鼎立逗葉

立茅ケ崎北陸
型_壬IjHlⅨ
県ウ瀬谷西

木村和夫

冷木嵩史
ｉＷＩ冒洋

iX本隆一一
度辺千穂－－－－
石井勇二

薗摘Ｈｆ)ｉ
交徳英將
濯仙隆

吉)||浩二

[｣橋徹

Ｉ
雌湖一勉
呂
垣
倉

阯
血
際

溌哲殻

旧一四

2０川・皿に畑一汕一泌一加一Ⅳ一羽一ｍ一列・弧．犯一刀

3４

Ａｌウ小田東

luL岩戸一一一
'１１槙女子大学高

立''7ケ尾

カリタス女子

Ⅱ立鯛嶺－－－－
((立港南台
Ｉｌ－立i11面
I(立神奈川工業一
＃1選]'1立戸塚
MLXZiii老名
Iitウ今井

ML立厚木一
'１１崎Tl丁立)11崎
』しウリ1K栄西

Ａ１ウ滴７ <ケ斤

野博之一
脳坂光石1－－－－－
大谷静香

ｌ、林洋子－－－－
'１１越洋一一一一
本間美奈子
'1､菅健一

嘉絵一一
Ｉ１Ｈｌ大~－－－－
Ｋ田義典一一一一
ｌＷ１葉子一一
ij-充一

久1HＬ
ﾉﾄ山真澄－－
１，野寺貞雄
IZ｣Ⅱ和茂一一
UUlJ1算匠｝

Nｏ． 学校名 氏： Ａ Ｎｏ． 学 交名 氏名

1

２

３

東海大付属１{1模

き_』1匹
礼立

ｊｕＬ－
川崎 工業

富リト嘉代

天野祐子
宇野秀 Ｒ

1８１
10

20

県立厚フ〔東

$ｕＬ蝶jll
鼎立相模大野

卜卓ＩＩＬ

()I藤洋子

有吉淳

等’
７膳
８

９

↓立横_法
{立大和

_墾夙

乳立新城

』_工四Ｍ＿＿
1-ｺ!L茅ヶ崎西浜一
L立磯子

１J村敬一一一
星野真理

蔵博彰
宣ul良jfu
'卜菅隆

Ｈ中一光

2１

２２

２３

２４

258
2６１

思立ｲ{i武台－－－－
安政大学女子
jlb美学園女子

具立小
『撚倉学

１１原城内
薊

、浜TIi立南

蒲護享
UFimよしみ＿_＿
森野知美一
八木修
１１本忍

101

11

１２

１３

:立元石)|’
NII野辺

遡見一
立瀬谷

,富橘商化
コ

エ ｌ９ＬＺ
旨Ⅲ貴之
ミII1晃一郎

2７１１
２８

2０

３０

乱立百合丘
i(立弥栄東

NL立商工
i↓立釜利谷

11中亜希
】11藤博之

王

延輪盛樹－－－－
斉箙麻紀

1４１
1５１

-};-Ｉ

乱立川和
4立横浜日野

乱立高浜－
１１１r祥、Ｉ

艸本麻希

[原学

山口美和
寓崎陽

_三'二一－一

-;ｌ－ｉ
瑞Ｉ

県立鎌倉

1立11W生短期大

｢L立港北
』ウｉｎ子

ＷＨ暁佳

生田Ｂｉ美一一
爵久jul隆一-－－
,ldi木宿ｨ'１



テレビ番組制作部門課題「われら高校生」

テレビ番組制作部門自由

研究発表部門

－１６－

Nｏ． 学校名 代詠 昔氏名 Nｏ． 学校名 代裁 ;者 玉名

1 法政大学第二 吉 H１ 史 ＃ ４ 街浜Ｔ丁立槻見工業 照 屋善一

２ 県立有馬 ネ

一
笛 原Ｔ、訓 ５ 相１鷺女子大学

３ 県ウ庫

Ｔ
Ｈ 岸 藤． 1-

Nｏ． 学校名 代表者名 Nｏ． 学校名 ff表老名

1 句上 ､*(由輝 1０ 日本大学藤沢 枚嶋琢実

２ 東海大付属相模 ｆ耐(一暁 1１ 県立有馬 高岡賢史

３ 里 ;辺 長 京 専之 1２ 県立座

、
日 野中成夫

４１県立 '１崎工業 二1.Ｆ
I=１ 喬 減 1３ 県立白ｕｌ 露森純一

５１具立相武台 大城正磯 1４ 鼎立橋本 尾谷浩二

６ 県立’ 3i生短側 大 当崎珠橘 1５ 張政大学第二 Ｎ 1本一

７ 臓浜市立＃ロ貝工 灘1（

●
■
■
ロ
■ 塵 1６ |||崎Ｔ 了立｣||崎

Ⅱ

l田Ｉ訂市

８ 県立相模フ 〈圏 ､樹 隆 1７ 鼎立ブ〈取沢 三宮）鷹

０ 県ウ新栄 伊藤千鍋 1８ '１|崎Ｔ ７１６７商業 田西：彦奈子

Nｏ． 学校名 代諸,著名 Nｏ． 学杵名 １:表著名

１ ''1崎市立商業 五一 一風‘ 膠 1４ 県立 １本 濯任 塵

２ 県立元石川 及)||康之 1５ 鼎立Ｐ 』､ 割 Ｕ Ｉ崎雅彦

３ 県立有月 １ k1l

次

1６ 県立1ポ i溝台 輿本昌 史

４ 県立新加

』
し ､)’ 敏 専 1７ {立)’ 崎工業 歯 Ｈ英 塵

５ 県立金ブ

■
● 手塚勝 丹 1８

’
１ 丁立楢須賀 高 喬純

６ 県立横須賀 陳1下)Ⅱ:子 1９ 県立

」
Ⅱ

の 岡 工 HH本茂

７ 渕璽卜辺 1１ 箒征治 2０ 県立追浜 １代鳳斎化

８ 法政大学第二 古)Ｉ 興二 ２１ 県立多摩 飴

一
ノ 〔英一Ｈ

０ |||崎Ｔ 7立jll崎 ､1F '寺曠、 2２ 県立大iＦ

《
Ｉ 典 口 置幸

10 県立白山 凸|商 英育 2３ 臘浜Ｔアウ額貝工 荒井 申幸

1１１ヨ本大学藤沢 白岩玲彦 2４ 県立新：

｜
、
グ 度辺学

1２ 句上 足Ｉ 力学 2５ 東海大． 、 -属』 （ 模 喬木太了

－
１

1３ 具寸相武台 、平知ﾘム 2６ 瞳ウiEi子 樅岡秀之



出嚇校及び参加部門ＩｉｌＩ本数一覧表

《横須賀_P_頁ｉｉｉ

塗
需
華

《川崎馳区１
テ課

ゼ
十ＺＨｌｌ

ｌ

ｌ

Ｚ貝．
１

岨jif
--g0

２

iＺＨｍ ラ自任認 Ｚ貝
1
１

錘２一日

杼ｌ２ｌ２ｌ２工２

アナ

６

’
一

］

ｌ
畠
１H-｝

|鍵菫＝

１
’
２
－
２

５
－
５
－
５
’
’
’
６
｛
４
２

立,逗子一
立灘久井鞭一

２
－
２ ’ ３

－

５

１ ５
－

５ ］２１２１１１’一’’１

０

テ謀

潜戸

ｌ
］
２

２
－
？

２
１
－
１

１

６
－
４ ’
一
－
４

！夏子開成

淵。 ｌ合計

！
］
２

６ｌ８ｌｌｌ８ｌ５ｌ４

ユ
｜
唾

ｌ
』
１
－
１

《洲爾地１Ｘ 》１

宣註
１

:ｉｉｉ Ｚ認 テ自一

２
－
２

と'二詞=Ｉ
１ ｌｌｌｌｌ

２
’
６

Ｉ－Ｈｌ

ｑＩＬｌ

ｌ
〒
１

６
ｌ
２
ｌ
６
－
３
ｌ
４
－
５
－
４

２
－
？

２
’
２

口
Ｓ
』
臣
町
。

１

蝋立茅ケ崎北陵
県立鶴嶺

２４１２４１１１１８１４１８１８０

二１１:-;;-111|塾i耐

鞭 窯
Ｚ且学遡2名 アナ

ー

’１

､謎
I

型！

】

》

２
２

１
－
１

２
’
２
２

５
－
５
－
１

熾峨 立柏陽
立検潅立野
立横浜日野

４
’
１

２

隈立大M>工技
蝋愈学nＭ
日本大学獅沢

合計

1

１
－
１

４
’
６

２
－
１
１
－
，

２̄

-111- 壽二|〒''三|〒|言1二1二拝にi=
２ １１－１

６
」
；

、

１
－
１

岨

２
－
２

I

鳳屈醸薗i噸iii厘霞|職illiMMM

一
閣
一
棚

､

一一一蓬
５
’
４
》
５
－
３

ｌ
「 アナ期訓|ラ調陽自lテ誕壜lテ園

錘６’６

蝿 jiiK
２

１
－
２

２２１■■－－－
２２１１１
，２１１，－■､■－

－－』し２，－ＬＩ■■－

-'１十F丙片一
’’２２１』－１■■工
ｌｌＺ１１１

２
２

騨些

1議妄

１
１ ５
－
６
’
５

１’’１

ﾑｩ田

２
－
０

ｌ
ｉ

９

鷺
Ｉ

２
－
２

６
’
６

西

２
２Ｌ』栄 １

－
２

２
丁

３
｜
旬

２
’
２

立元 １ Ｉ

1 〃

？

＃

１
》
１

５
’
１

璽商工

立衛生短期大
醤市立戸塚一
潅宙立命沢
,浜市立南

1

３
ｌ
ｌ
ｌ
３
ｌ
４

１ Ｉ

２
－
２

-－２ ２
２ １ 1

１
１

ｌ
『
１

１
章
１

？睦
女

》鏑

千lFiF
ｉ

Ｉ

６
一
Ｊ

一一鱗,合計

十
２茎-コ

△ヨ
茎-コ
△ヨ
茎-コ
△ヨ

MH切罰卿堰ヨー。一.７１１１ 'し回Ｌ 〃

聟ヒル守毫

鯉立櫛鎖魑
、-26A アヴー

Z

ul-繭 Ｚ識．
］

弓白 庁課 〒白 宣謎
６

風寸l自浜 ２ １

凰方瓶子 ２ ２

胤立灘久＃'二鵬 ３

胤立逗鞭 Ｚ

具立久璽浜 ２

風立潜戸 ワ

「|了寸柵緬欝

逗子開成

合計 1？ 1４ ４ 3７

《洲１１薊ｔｌｌＩＩ叉，

萱と赫傘 研発 Ｆ・引一 01識 ラ課 弓白 テ課 〒白 合_言i二
風ウ平塚汀爾 １

県立高溌
鳳ウ漸繭 ？ Ｉ

２

県立鐵食 ２

鳳行=紫'ケ崎 ２

掴.ｆｒ羊:ケI1jH17Jf勝 fｌ ６

県立翻嶺 ３

県寸愈沢西 ２

県立蕊沢化 ２ ５

卿ウ諒罹『ケ凸 ２ ４

鳳寸寒川 ２ ５

'胤立茅ヶ崎西繰 ２ １ ５

腱イヌ大【1{』工幟 I １

醗念学開１ ２ １

三|本大学雌沢 ２ ２ Ｉ 】 ６

合計 2０ ウ４ 1１ -1LＬ

と絵祷室 2K滋 アう‐
１

２

H1菰 ＺｉＭｌ

Ｉ

ＺＥｌ

１

z謎|重阜食証２
５

５

鼎立１１崎北
Lu☆育今ＦＦ

２

２

２ ５

５

県寸姉年

鼎立生田東一
県立ハ|崎南

１

４

県立１１１崎工業一
県虚向の岡工

Ｚ

１

２

２ １

？

６

８

'１１趨壷ユノ11崎
１１１瞳壷立_高灘
'11瞳IfZ血商業
醤政大学第二

回リタス女子一
合計 ２４

２

２

2４

’１

１１

１

８

１

１

１

４ ８

８

５

４

８

５

8０

uLMMlTUｏ－ＩＬ杯１１」1M 型〃

学 立名 mBfih アナ H1薊1Ｋ 乏誕 冠_自一 五塾 〒白 萱孟1エ
Ⅲ鑑！;翻ｌｍｉｉ 原城IA１ ２ 1 １ ６

風古流iＮ１ ２ １ ６

県立小厭 原城北工 ， ５

県立大轍 ク １１ ６

県引lr厩木 Ｚ ５

県寸厚木寛 ２

'鳳立座間 ２ １ １ ９

県立麻fNl台 １ Ｉ ６

県ﾌﾟﾘ｢祷本 ２

県立租武台 ２ ８

県立海讃名 ２ １

県立大沢 ２

具立秦野南が庁 ２ ２

胤立大和東

県立有馬 ２

県打弥栄東

艇ウ嚇栄派 ２ ３

愚_立大和_西

鰐騨議;÷ Ｚ

４

４

|{1槙女子大学剛 １ ２ ２
１１Ｍ畷切 ６

筑海大附属相棋 1１ Ｉ ８
、卜 ２ ２ １ ８

合計 ２０ “ Ｗｌ 1８ ８ ８ ，，

H離合芽卜 l13Ii [６７ 4３ 6８ 1７ ？６ ４６２



藷注意

会場内は、」二足厳禁です。必ずスリッパ又は上履きを用意すること‘

昼食は、控室及び各辮査鎚でと患こし

ゴヒ‘)拠理及び後始末は、掛人で搬鵠に行うどと。

会場内での私語及びロビー・廊下での駁音は避けること。

アナウンス・朗読出場者は、早めに各会場で待機していること。

Ｉ
■

幻
０
０
１
内
切
〃
」

＆
４


